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富 監 第 35 号

令和5年8月31日

富士宮市白糸財産区管理者

　富士宮市長　須　藤　秀　忠　　様

意見を提出します。

富士宮市監査委員  佐　藤　和　也　

富士宮市監査委員　小　松　快　造

地方自治法第233条第2項の規定に基づき審査に付された、令和４年度富士宮市白糸

財産区特別会計歳入歳出決算並びに関係書類を審査した結果について、次のとおり

令和４年度富士宮市白糸財産区特別会計歳入歳出決算審査意見の提出について





 (注)

 

1　審査の対象

2  審査の期間

令和4年度　富士宮市白糸財産区特別会計

　また、決算の内容、予算の執行状況についても適正であると認められました。

　決算の概況及び意見は、次のとおりです。

予算に定めた目的に従って事務事業が効率的、経済的、合法的に執行されたかを主眼とし、

決算その他関係書類が法令に適しており、かつ正確であるか、関係諸帳簿及び証書類との

　 文中及び各計表中の計数は、原則として表示単位未満を四捨五入により端数処理した関係上、

 合計と内訳の計及び比率が一致しない場合があります。

令和5年7月7日から令和5年8月18日まで

  白糸財産区特別会計決算書並びに決算附属書類について、富士宮市監査基準に基づき、

照合審査を行うとともに、定期監査及び例月出納検査の結果も参照し、併せて関係職員か

ら説明を聴取し、慎重に審査を実施しました。

  白糸財産区特別会計の決算書並びに附属書類は、関係法令に準拠して作成されており、

計数も正確であると認められました。

3　審査の方法

4  審査の結果
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5  決算の概況

歳入歳出 歳入歳出

予算現額  　決 算 額  収入率  　決 算 額  執行率 差引残額

円 円 ％ 円 ％ 円

40,741,000 42,049,869 103.2 28,986,981 71.1 13,062,888

3 34,885,000 46,510,331 133.3 30,058,121 86.2 16,452,210

比 較 増 減 5,856,000 △ 4,460,462 △ 30.1 △ 1,071,140 △ 15.1 △ 3,389,322

％ ％ ％ 　　 　％

16.8 △ 9.6 － △ 3.6 － △ 20.6

(1) 総    括

　決算状況は、予算現額40,741,000円に対して歳入決算額42,049,869円、歳出決算額28,986,981円

であり、歳入歳出差引残額13,062,888円が翌年度へ繰り越されました。

(2) 歳    入

　歳入の収入率は103.2％(前年度133.3％)で、主なものは、繰越金16,452,210円、立木売払収入

14,710,069円、総務費県補助金7,044,000円でした。

(3) 歳    出

　歳出の執行率は71.1％(前年度86.2％)で、主なものは、財産管理費22,469,374円、区議会費

3,973,196円、一般会計繰出金2,082,250円でした。

白 糸 財 産 区 特 別 会 計 決 算 及 び 前 年 度 比 較 表

年　度
歳　　入 歳　　出
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前年度増減比
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6 財産に関する調書

(1) 公有財産

　土　地

山　林

原　野

宅　地

公衆用道路

その他

合　計

山　林

所　有

分　収

そ の 他 の 権 原
に よ る も の

合　計

出資による権利

千円 千円

0

区分
土　地（地積）

前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

㎡ ㎡ ㎡

8,866,889.98 0 8,866,889.98

109,337.00 0 109,337.00

15,980.66 0 15,980.66

10,435.45 0 10,435.45

155,003.02 0 155,003.02

9,157,646.11 0 9,157,646.11

　土地の総面積は、決算年度末現在9,157,646.11㎡で、決算年度中に増減はありませんでした。

土地の権利の
区分

面　積 立木の推定蓄積量

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

㎡ ㎡ ㎡ ㎥ ㎥ ㎥

8,363,227.98 0 8,363,227.98 197,429 3,365 200,794

503,662.00 0 503,662.00 0 0 0

0 0 0 0 0 0

決算年度中増減高 決算年度末現在高

8,866,889.98 0 8,866,889.98 197,429 3,365 200,794

富士森林組合出資金
千円

1,000 1,000

　出資による権利は、富士森林組合への出資金1,000千円で、決算年度中の増減はありませんでした。

　山林の土地の権利の区分は所有、分収で、それぞれ決算年度中の増減はありませんでした。立木の

推定蓄積量の決算年度末現在高は200,794㎥で、決算年度中に3,365㎥増加したのは、自然増によるも

のです。

区　分 前年度末現在高
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(2) 物　品

0 2

0 3

0 5

(3) 基　金

38,051

預金 △ 38,051

債権

0

0

61,342

決算年度末現在高

台

　物品は、連絡用自動車2台、作業用自動車3台で、決算年度中の増減はありませんでした。

作業用自動車

5

区　分 前年度末現在高 決算年度中増減高

3

台 台

連絡用自動車

治法第296条の5に規定する財産区運営の基本原則に配慮されるよう要望します。

　基金の決算年度末現在高は150,079千円で、有価証券が38,051千円増加し、現金預金が

38,051千円減少しました。

　以上が決算状況です。

2

適正な管理及び資金運用に取り組まれるとともに、財産の処分・貸付等に当たっては、地方自

質の良い区有林の育成に努められるとともに、森林環境の保全、維持向上を図るなど、今後も

合　計 150,079 150,079

合計

0

千円

126,788

区　分

0

決算年度末現在高

有価証券
千円

88,737

前年度末現在高

　経常経費については、引き続き効率的・効果的な執行に努められ、財産区財産については、

現金

決算年度中増減高

千円

23,291
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